
氏名 塩出　貴美子

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

　【研究上の特記事項】
　奈良大学図書館企画展示「奈良絵本「花鳥風月」と「文正草子」　付、「大織冠」」（平成27年８月
１日～９月20日）を担当した。

　大阪大学大学院文学研究科芸術学専攻後期課程退学

　文学修士

　美術史（日本絵画史）

  美術史学会　美学会

  弘法大師伝絵　江戸時代の絵入本及び絵巻  源氏絵

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）授業科目

・美術史特殊講義（スクーリング３日間×３回）
・卒業論文

大阪府文化財保護審議会委員、愛知県文化財保護審議会委員、茨木市文化財保護審議会
委員、神戸市文化財保護審議会委員、公益財団法人大和文華館評議員、公益財団法人角
屋保存会評議員、独立行政法人国立文化財機構京都国立博物館調査員

　授業では、本物の文化財から学ぶことを重視し、積極的に学外授業を取り入れている。美術史実
習、美術史演習はもとより、文化財学研究法Ⅱおよび日本絵画史、美術史特殊講義（一）におい
ても、美術館や博物館の見学を実施した。また、学内でも本物の絵画作品を見せる機会を設け
た。大学院の授業では、本学図書館所蔵の奈良絵本を活用し、調査・撮影を行うとともに、その翻
刻を作成して、受講者との連名で『奈良大学大学院研究年報』第21号に掲載した。また、講義の
一環として、図書館の企画展示を実施した。

通信教育部委員、紀要委員会委員、大学認証評価委員
書道部顧問、雅楽研究会顧問、女子バスケット部顧問

学部担当科目

・美術史講読Ⅰ（前期）　　　　・文化財学研究法Ⅱ（後期）
・美術史実習Ⅲ（前期）　　　　・美術史実習Ⅳ（後期）
・美術史演習Ⅰ（二）（前期）　・美術史演習Ⅱ（二）（後期）
・美術史演習Ⅲ（二）（前期）　・美術史演習Ⅳ（二）（後期）
・日本絵画史（前期）　　　　　・美術史特殊講義（一）（後
期）

・美術工芸史特殊講義Ⅱ（通年）
・美術工芸史演習Ⅱ（通年）



単著

共著

単著

単著

単著

単著

奈良大学図書館

『みささぎ』第22号

『総合研究所所報』第
24号

2015年8月

2016年3月

2016年3月

大学院で担当する講義の一環として、
本学図書館が所蔵する奈良絵本「花鳥
風月」の翻刻と釈文を作成し、受講生と
連名で発表した。

『奈良大学紀要』第４４
号

2016年3月

2016年3月

2016年3月

『奈良大学大学院研究
年報』第２１号

『文化財学報』第34集

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①

表題に掲げた二組の表紙絵は、一部の
裏表紙を除き、留守文様の源氏絵に
なっている。その内容を分析し、源氏絵
の象徴化について論じた。

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

②

③

④

奈良大学図書館で開催した企画展示
のパンフレット。奈良絵本、および展示
した三作品について解説した。

企画展示の趣旨を述べ、展示作品を紹
介した。また、展示方法や、大学院の講
義の一環として実施したことなどを述べ
た。平成26年度奈良大学研究助成による
研究の成果について報告した。

④

③『源氏物語』の紺紙金銀泥表
紙絵－相愛大学本と国会図書
館本－

（学会発表）

①長楽寺蔵「弘法大師行状曼
荼羅」考－東寺本系大師伝絵
の一例として－

②奈良絵本「花鳥風月」につい
て－奈良大学図書館本の翻刻
と釈文－

⑤

①奈良絵本「花鳥風月」と「文正
草子」　付、「大織冠」

②「弘法大師伝絵」の研究

（その他）

②企画展示「奈良絵本「花鳥風
月」と「文正草子」　付、「大織
冠」」によせて

⑤

⑤

表題の作品について、その図様が東寺
本系大師伝絵の複数の写本を取り入れ
たものであることを論証した。また、その
画面構成上の特徴を分析した。

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

④

②

①

③

④


